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　9 月 23 日から 24 日にかけて本町に甚大な被害をもたらした台風第 15 号。
災害発生から 2 カ月が経ち、被災された皆様には心からお見舞い申し上げます。
　町では、被害への対応や現状把握にできる限り迅速に努め、皆様の生活再建
に向けて、全力を尽くします。
　本号では、災害発生当時を時系列で振りかえるとともに、実際に被災された町
民のインタビューを交え、復興に向けて歩みはじめた町内の様子を紹介します。

　
9
月
23
日
午
前
9
時
頃
に
室
⼾
岬
の
南

３
０
０
ｋ
ｍ
で
発
⽣
し
た
台
風
第
15
号
は

北
か
ら
北
東
へ
と
進
路
を
変
え
な
が
ら
進

み
、
24
日
午
前
9
時
に
は
東
海
道
沖
で
温

帯
低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
静
岡
県
で
は
、台
風
の
接
近
に
よ
り
湿
っ

た
南
風
が
強
ま
っ
て
大
気
の
状
態
が
非
常

に
不
安
定
と
な
り
、
さ
ら
に
沿
岸
に
沿
っ

て
発
⽣
し
た
局
地
的
な
前
線
で
雨
雲
が
発

達
し
、
猛
烈
な
雨
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
加
え
て
台
風
の
動
き
が
比
較
的
ゆ
っ
く

り
で
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
地
域
に
雨
が
降

る
状
況
が
継
続
し
、
当
初
の
予
想
を
上
回

る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
県
中

部
で
は
23
日
夜
遅
く
か
ら
24
日
明
け
方

に
か
け
て
雨
が
降
り
続
き
、
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
（
1
時
間
に
１
１
０
ミ

リ
以
上
の
雨
）
が
16
回
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
数
の
観
測
点
に

お
い
て
、
1
時
間
降
水
量
観
測
史
上
1

位
の
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
23
日
の
22
時
50
分
、
か
わ
ね
フ
ォ
ン
の

お
知
ら
せ
の
ア
ラ
ー
ム
音
と
と
も
に
町
内

全
域
に
「
警
戒
レ
ベ
ル
３ 

高
齢
者
等
避

難
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
約

1
時
間
後
に
は
、
本
町
は
最
大
時
間
雨
量

９
４・00
ミ
リ
を
記
録
し
、1
回
目
の
「
記

録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
発
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１

２ ３ ４

５

６ ７

８ ９

猛威をふるった｢台風第15号｣
2022.9.23 － 9.24

川根本町が受けた爪痕を写真で紹介します

1_ 土砂の押出しがあった町道水川藤川線。町内の至る所で同じような光景が見られた。 ２_ 陸上自衛隊の支援活
動の様子。 3_ 県道川根寸又峡線塩郷地名間。島田市へのアクセスが絶たれた。 ４_ 建物内に押し寄せた土砂。 
５_ 土砂崩れで崩壊した家屋。幸い人的被害はなかった。６_ 林道河内川線下泉壱町河内間。道路上に倒れた木々。 
７_ 寸又峡の夢のつり橋。遊歩道が崩落し、吊り橋が利用できない状態に。 ８_ 不動の滝キャンプ場事務所前の
道路が濁流に削られ、キャンプ場は現在休業している。 ９_ 沢の水が流れ込み浸水した民家。
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9 月 23 日、土砂災害警戒情報の発表を受けて、町は災害対策本部を設置。応急復旧に
努めました。同本部を廃止する 10 月 14 日までを時系列で紹介するとともに、被害情
報および雨量の状況についてお知らせします。

時
系
列
で
振
り
か
え
る
災
害
と
復
旧
状
況

９
月
23
日

大
雨
警
報 

発
表
（
第
１
次
配
備
態
勢
）

土
砂
災
害
警
戒
情
報 

発
表
（
第
２
次
配
備
お
よ
び
第
３
次
配

備
へ
移
行
・
災
害
対
策
本
部
設
置
）

洪
水
警
報 

発
表
（
大
雨
警
報
継
続
）

警
戒
レ
ベ
ル
３ 

高
齢
者
等
避
難
の
発
令

19
時
39
分

22
時
35
分

21
時
25
分

22
時
50
分

９
月
24
日

0
時
0
分

0
時
50
分

1
時
19
分

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
発
表（
川
根
本
町
付
近
で
１
２
０
ミ
リ
）

川
根
大
橋 

水
防
団
待
機
水
位
到
達

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
発
表（
川
根
本
町
付
近
で
１
１
０
ミ
リ
）

小
竹
地
区
か
ら
電
話
連
絡 

小
竹
～
下
泉
間
通
行
不
可

土
砂
災
害
警
戒
情
報 

解
除

壱
町
河
内
区
長
か
ら
無
線
連
絡 

文
沢
地
区
被
災
状
況
報
告

（
住
民
被
害
な
し
）
停
電
・
断
水
・
電
話
不
通

国
道
３
６
２
号
静
岡
市
～
本
町
間
通
行
止
め

国
道
４
７
３
号
浜
松
市
～
本
町
間
通
行
止
め

県
道
川
根
寸
又
峡
線
下
泉
～
地
名
間
土
砂
通
行
止
め

８
地
区
１
２
５
１
世
帯
で
断
水
被
害
を
確
認

大
雨
警
報 

解
除

警
戒
レ
ベ
ル
３ 

高
齢
者
等
避
難
を
解
除

7
時
50
分

８
時
34
分

９
月
25
日

一
部
の
主
要
道
路
の
土
砂
が
取
り
除
か
れ
、
近
隣
市

町
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る

給
水
場
お
よ
び
給
水
タ
ン
ク
設
置
（
徳
山
区
、
水
川
区
、

下
泉
区
）

小
竹
地
区
に
向
け
て
、
バ
イ
ク
で
支
援
物
資
を
輸
送

松
崎
町
・
南
伊
豆
町
・
小
山
町
か
ら
救
援
物
資
届
く

静
岡
県
へ
陸
上
自
衛
隊
の
派
遣
を
要
請

国
土
交
通
省 

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊 

到
着

陸
上
自
衛
隊
ＬO

先
遣
隊
到
着

藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
・
諸
田
製
茶
な
ど
か
ら
支
援
物
資
届
く

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を

開
始
（
11
月
11
日
時
点
延
べ
63
人
が
活
動
）

壱
町
河
内
区
お
よ
び
小
竹
地
区　
孤
立
解
消
・
電
力

復
旧

全
地
区
で
断
水
が
解
消

壱
町
河
内
区
へ
の
物
資
輸
送
終
了（
25
日
か
ら
毎
日
実
施
）

15
時
40
分

16
時
30
分

文
沢
地
区
の
住
民
（
4
世
帯
12
人
）
が
地
名
区
の
若

者
定
住
促
進
住
宅
へ
避
難

陸
上
自
衛
隊
活
動
終
了

断
水
解
消
に
伴
い
給
水
場
・
給
水
タ
ン
ク
撤
去

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
金
の
募
集
開
始

（
11
月
11
日
時
点
で
約
２
０
7
万
円
）

川
根
本
町
災
害
義
援
金
受
付
開
始

国
土
交
通
省 

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊 

活
動
終
了

災
害
対
策
本
部 

廃
止
（
全
庁
体
制
で
の
災
害
復
旧
・
復
興
、

現
在
も
継
続
中
）

９
月
26
日

９
月
27
日
～

29
日

９
月
30
日

10
月
1
日
～

13
日

10
月
14
日

被害状況（令和 4 年 10 月 14 日時点）

住家被害

避難者数

人的被害

断水被害

床下浸水　4 件

死傷者数　2 名

全壊 1 件　半壊 3 件

非住家（倉庫など） 10 件

５世帯　１３人

1,251 世帯 （10月3日解消）

雨量の状況（9 月 23 日～ 9 月 24 日）

▶ 24 時間最大雨量

▶ 最大時間雨量

▶ 連続雨量

災害が発生した ｢あの時｣ 町は
そして復旧へ向けて踏み出した一歩

▲土砂災害の現場を調査 ▶町長へ
 調査報告および復旧に関して助言

359.0mm

94.0 mm

346.0mm

9 月 23 日 2 時～ 24 日 2 時

9 月 23 日 23 時～ 24 時

9月 23日 12時～ 24日 2時

６
時
46
分

　９月 26 日、国土交通省から緊急災害対策派遣
隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）が派遣されました。同
隊は自治体からの支援要請に基づき、二次災害の
防止や迅速な応急処置のための被災状況調査、災
害対応に関する技術的助言などを行い、被災した
自治体の早急な復旧支援をする部隊です。
　被災地で現地調査を行い、その結果を 10 月 2
日と 7 日の 2 回、町長に報告し復旧に向けた助
言を行いました。

河川・砂防・道路の専門家集団 ｢国土交通省緊急災害対策派遣隊｣ が活動

　
24
日
時
点
で
は
、
正
確
な
発
生
件
数
を
把
握

で
き
な
い
ほ
ど
、
町
内
の
至
る
所
で
土
砂
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
国
道
３
６
２
号
お
よ
び

４
７
３
号
を
は
じ
め
、
県
道
川
根
寸
又
峡
線
の

多
く
の
箇
所
で
崩
土
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
大

井
川
鉄
道
で
は
全
面
で
運
転
を
見
合
わ
せ
る
事

態
に
な
り
、
町
は
近
隣
市
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

断
た
れ
、
完
全
な
孤
立
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

　
道
路
被
害
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
で
断

水
や
濁
水
の
被
害
が
発
生
し
、
住
民
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
な
る
水
道
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　
同
日
17
時
ま
で
に
、
大
雨
警
報
お
よ
び
高
齢

者
等
避
難
が
解
除
さ
れ
る
と
、
町
は
翌
25
日
か

ら
、
断
水
被
害
地
区
の
た
め
に
給
水
場
を
設
置

し
、
孤
立
地
域
に
向
け
て
支
援
物
資
の
運
搬
を

始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
害
状
況
の
正
確
な
把
握
と
早
急
な

復
旧
を
目
指
し
、
国
土
交
通
省
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
に
支
援
を
要
請
。
同
隊
は
10
月
13
日
ま

で
の
約
2
週
間
、
各
地
の
被
害
状
況
な
ど
の
情

報
を
収
集
し
、
今
後
の
町
の
災
害
支
援
策
に
対

し
て
多
く
の
助
言
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
9
月
26
日
、
静
岡
県
に
陸
上
自
衛
隊
の
派
遣

を
要
請
し
、
同
日
か
ら
自
衛
隊
に
よ
る
孤
立
地

区
の
現
地
調
査
や
水
川
区
の
仮
水
源
確
保
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
断
水
が
解
消
し

た
ほ
か
、
孤
立
し
て
い
た
文
沢
地
区
の
住
民
の

避
難
が
完
了
す
る
な
ど
、少
し
ず
つ「
復
旧
」「
復

興
」
に
向
け
て
動
き
始
め
、
10
月
14
日
に
は
、

災
害
対
策
本
部
を
廃
止
し
ま
し
た
。

9月23日から24日にかけて複数回発表された【記録的短時間大雨情報】
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壱町河内区の杉
す ぎ や ま よ し ひ で

山嘉英さん宅に流れ込んだ土砂のかき出しのために、近隣
住民らと協力して多くのボランティアが参加しました。「心を寄せてくだ
さる方の存在が励み」と語る杉山さんに話を聞きました。

２

発
災
か
ら
２
カ
月

　
「
お
と
う
さ
ん
！
水
が
入
っ
て
き
た

よ
！
」
と
い
う
妻
の
声
に
目
を
覚
ま
す

と
、
家
の
中
に
押
し
寄
せ
る
濁
流
が
目

に
入
り
ま
し
た
。
た
だ
ご
と
じ
ゃ
な
い

と
思
い
、
離
れ
に
い
る
母
を
避
難
さ
せ

な
け
れ
ば
と
外
に
出
ま
し
た
。
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
の
明
か
り
だ
け
を
頼
り
に
離
れ

の
2
階
に
娘
も
含
め
た
家
族
4
人
で
逃

げ
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
突
然『
ド
ォ
ー

ン
』
と
い
う
轟
音
と
と
も
に
、
離
れ
に

も
濁
流
と
土
砂
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
し

た
。離
れ
も
危
な
い
と
感
じ
、濁
流
の
中
、

何
と
か
母
屋
へ
避
難
し
、
夜
を
明
か
し

ま
し
た
。
1
分
1
秒
が
こ
ん
な
に
も
長

い
と
感
じ
た
こ
と
は
初
め
て
で
し
た
。

　
24
日
の
朝
、
家
屋
の
被
災
状
況
の
全

貌
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
母
屋

と
離
れ
に
流
れ
込
ん
だ
大
量
の
土
砂
、

離
れ
を
貫
い
た
大
木
、散
乱
す
る
家
財
。

言
葉
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
家

族
の
命
が
助
か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
命
さ
え
あ
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
。
そ
う
自
分
を
奮
い
立
た

せ
、
土
砂
の
片
づ
け
を
始
め
ま
し
た
。

　
台
所
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
は
、
家
族

だ
け
で
片
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
居
間

や
離
れ
の
土
砂
に
は
手
を
付
け
ら
れ

ず
、
近
所
の
皆
さ
ん
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
力
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
連

日
、自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
足
を
運
び
、

片
付
け
を
し
て
く
れ
た
皆
様
や
電
話
や

手
紙
で
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
な

ど
、
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
存

在
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

築
２
５
０
年
余
の
自
宅
が
被
災
し
、

以
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
片
づ
け
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
先
祖
が
守
り

継
い
で
き
た
自
宅
と
文
沢
地
区
の
山
林

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
仕
事
で

す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
何
と
か
再
建
を

視
野
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
台
風
を
受
け
て
、
地
域
防

災
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
前
回
は
被
害
が
な
か
っ
た
か

ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
慢
心
は
絶
対
に
改

め
る
べ
き
で
す
。
日
頃
か
ら
地
域
防
災
訓

練
や
行
政
と
の
無
線
交
信
の
成
果
が
、

今
回
大
い
に
役
立
ち
、
私
た
ち
の
命
を
つ

な
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
『
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
』
と

痛
感
し
た
台
風
第
15
号
で
し
た
が
、
一

方
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を

実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
壱

町
河
内
区
だ
け
で
な
く
、
ど
の
地
区
に

も
い
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
台
風
被
害
に
関
す
る
対
応
を
今
一
度

見
直
し
、
今
後
の
教
訓
と
し
な
が
ら
、

地
域
防
災
力
の
強
化
維
持
を
町
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

▲ 川根高校生 ( 左 ) も土砂の片付けに
 参加。｢少しでも力になりたい｣ と話す

♥ 災害発生後の 9 月 27 日から社会福祉
　 協議会が災害ボランティアの募集を開始。
　 被災地のニーズに合わせて支援活動を
　 行いました。
♥ 今後も、行政×社会福祉協議会× NPO の
　３者協働で、被災された方に寄り添った
　支援活動を行っていきます。

▲ 連日、土砂のかき出しに参加したボ
ランティアの皆さん

♥ 国土交通省 中部地方整備局・ 近畿地方整備局
♥ 地方公共団体
　 小山町・松崎町・南伊豆町・裾野市
♥ 藤枝 MYFC 様・藤枝 MYFC サポーター様
    掛川市 鈴木様・焼津市 伊藤様､ 松葉様・
　名古屋市遠藤様・東京都 齋藤様、西田様、
　保坂様・神奈川県 酒井様・一般社団法人しず
　おか里山留学支援協会代表 天野様・諸田製茶・
　坂本園・全国農業会議所・JA おおいがわ

♥ 支援物資を届けてくださった皆様 ♥ ♥ 11 月 9 日時点の寄付金・義援金総額 ♥

♥ 義援金 
▶川根本町災害義援金　288 万 4 千円
 ※その他の義援金については、静岡県義援金配分
　委員会により、自治体の被害状況に応じて
　公平に配分されます。

♥ 支援金（ふるさと納税）

▶ ふるさとチョイス　96 万 3 千円
▶ さとふる　111 万 800 円

心を寄せてくださる皆様の存在が
　　　　「励み」になっています

皆様の温かいご支援に感謝いたします

11月 11日時点で活動した災害ボランティアは延べ 63 人に。支援の輪は広がり続けています。

災害発生が報じられると、全国から義援金やふるさと納税などの支援金、食料や飲料水などの支援物資が
多数寄せられました。支援物資は、被災された地区のニーズに合わせて分配し、義援金や支援金はその用
途について検討を重ね、災害の応急対策のほか、今後の復旧・復興のために使用させていただきます。

　
町
の
主
要
道
路
を
ふ
さ
い
だ
土
砂
は
取

り
除
か
れ
、
傷
つ
い
た
道
路
や
配
水
池
に

は
応
急
的
な
修
繕
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
被

害
を
受
け
た
住
家
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
手
が
入
る
な
ど
、
被
災
地
域
で

は
少
し
ず
つ
復
旧
に
向
け
て
歩
み
始
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
自
宅
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ず
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
や
家
屋
の
片
づ
け
に
追
わ
れ
て
い
る

方
も
お
り
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
ま
だ
多
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。

　
今
後
、
町
は
町
民
の
身
に
迫
る
危
機
を

い
か
に
正
確
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
伝
え
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
際
の
避
難
行
動
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
か
を
、
検
証
し
改
善
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
風
水
害

に
お
い
て
も
『
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
準

備
』を
し
て
い
た
だ
き
、『
自
主
的
な
避
難
』

を
第
一
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

改
め
て
備
え
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
異
常
気
象
が
異
常
で
な
く
な
っ
た
近
年
、

被
災
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
何

が
で
き
る
の
か
を
地
域
で
一
丸
と
な
っ
て

考
え
、【
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
】
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。



川根高校生が

ライター

お仕事紹介

リレー

　鈴木さんが社会人としてこだわっていることの１
つ目は、「1 人 1 人との会話を気にかけるようにす
ること」です。常に気にかけることで、些細な変化
にも気付けるようなると話してくれました。
　２つ目は、リーダーという立場の経験を積み重ね、

「社員が働きやすい環境づくりに取り組んでいくこ
と」です。自分が積んだ経験を活かして、こうした
らより良い環境で仕事ができるということを
考え、取り組んでいるそうです。
　２つのこだわりから、鈴木さんが社員の
皆さんに対し、思いやりを持って接して
いることが分かりました。

”一緒に働く社員への、
　 思いやりを大切に。”

川根高校１年 関
せ き ど

戸 悠
ゆ う ま

真さん（島田市）
高校生ライター

社会人としてのこだわりは？

山元株式会社のここがすごい！
　この会社で作られているさまざ
まな部品は、車・テレビ・スマホ
など身近な物に使われており、私
たちの生活を豊かにしていること
です！

資材グループ リーダー さん

大井川めんぱ大井屋
石
い し ぜ き

関 華
は な

 

敬満大井神社神楽会 会長
榎
えのきだ

田 肈
はじめ

 さん（千頭西）

　前田佳則さんに紹介されて、千頭神楽の舞や神楽笛
を華さんに教えることになりました。華さんはとても
素直で熱心に練習に参加してくれたので、神楽の基本
の型 ｢幣の舞｣ をすぐに覚えてくれました。神楽会も
担い手不足に悩んでいましたが、敬満大井神社祭典の
神事で神楽を奉納する凛とした華さんを見て、華さんが
舞手になってくれて本当に良かったと感じています。今
後も華さんには神楽会を盛り上げてもらい、その歴史や
文化を次代につないでほしいと思っています。

さん （小長井区）

ここにも、一つの物語。
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　埼玉県越谷市に本社がある精密金属加工メーカーの山元株式会
社。創業者の山元文夫さんが元藤川地区出身であることから、本
町にも工場拠点を構えています。同社の強みは金属の素材を高速
プレス加工し、高品質の製品を生み出す最先端の技術と、グルー
プネットワークを駆使した供給体制を国内外に有していること。そ
の強みを活かして、車載用部品や通信機器、家電製品の部品など、
人の生活に欠かせない精密機器を加工・流通させています。
　「４部門ある組織の内、３部門で女性がリーダーを務めています。
各リーダーの活躍で、職場が活性化し、風通しが良い環境を生み
出しています」と話すのは取締役で同工場長の中村和文さん。｢人
と技術が財産の弊社は、若手とベテラン職員のコミュニケーション
が充実しています。『できない』より『できる』ことを前向きに考
えられる組織作りを社内一丸で進めています｣ と笑顔で続けます。
　また、職員の多能工化によるワークライフバランスの充実に努
める同社。育児や介護などをしている職員の作業過多を防ぎ、誰
でも安心して休暇を取得できる組織を目指しています。
　｢私たちの仕事はいわばものづくりの末端ですが、人の生活に
欠かせない物を作っているという自信とプライドを持って毎日仕
事をしています｣ と中村さんは力強く語りました。

ものづくりに自信と誇りを持って　

山元株式会社

〒４２８- ０３０１
静岡県榛原郡川根本町徳山 204
☎：０５４７（５７）２４００
HP：http://www.yamagen-kk.co.jp/
代表取締役　山元 文夫

山元株式会社 検索

川根工場

働 くこ の で町

鈴
す ず き

木 那
な な

奈

伝
統
工
芸
「
井
川
め
ん
ぱ
」
に

魅
せ
ら
れ
て

　
千
頭
駅
近
く
、
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
が
聞
こ

え
、
店
内
に
は
木
と
漆
の
心
地
良
い
香

り
が
広
が
る
大
井
川
め
ん
ぱ
大
井
屋
。

訪
ね
る
と
作
業
の
手
を
止
め
て
笑
顔
で

出
迎
え
て
く
れ
た
石
関
華
さ
ん
。
店
主

の
前
田
佳
則
さ
ん
に
師
事
し
、
蒔
絵
師
、

そ
し
て
漆
職
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。　

　
石
関
さ
ん
は
令
和
３
年
４
月
に
川
根

本
町
に
移
住
。
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校

に
在
学
中
、
新
聞
記
事
で
前
田
さ
ん
を

偶
然
見
て
、
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
前
田
さ
ん
の
伝
統
工
芸
に
対
す
る

考
え
方
に
触
れ
、
地
元
静
岡
の
工
芸
品

を
も
っ
と
学
び
た
い
。
携
わ
っ
て
い
る

職
人
た
ち
の
話
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
っ
た
」
と
石
関
さ
ん
は
移
住
し
た

き
っ
か
け
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
地
域
の
人
か
ら
生
活
面
に
つ
い
て
よ

く
心
配
さ
れ
る
と
笑
う
石
関
さ
ん
。「
皆

さ
ん
か
ら
し
た
ら
蒔
絵
師
っ
て
ど
ん
な

仕
事
な
ん
だ
ろ
う
？
20
代
の
若
者
が

や
っ
て
い
け
る
仕
事
な
の
？
っ
て
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
話
し
、「
移

住
当
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
の

生
活
で
し
た
が
、
今
は
大
井
屋
の
仕
事

だ
け
で
生
計
を
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

既
存
の
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
蒔
絵
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
お
客
様
も
少
し

地
域
に
飛
び
込
み

伝
統
芸
能
に
触
れ
る

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　
移
住
後
の
石
関
さ
ん
は
、
移
住
者
の

先
輩
で
あ
る
前
田
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、
地
域
と
盛
ん
に
交
流
し

て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
が「
千
頭
神
楽
」。

伝
統
文
化
に
も
興
味
が
あ
っ
た
石
関
さ

ん
は
同
神
楽
会
に
入
会
し
、
練
習
を
重

ね
、
今
で
は
神
楽
の
舞
手
に
。
そ
の
継

承
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
千
頭
神
楽
も
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
べ
き
も
の
。

伝
統
工
芸
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
」
と

語
り
、「
地
域
の
文
化
を
も
っ
と
知
り
、

め
ん
ぱ
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
か
ら
学
ん
で
い
き
た

い
」
と
真
剣
な
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

　
石
関
さ
ん
に
、
め
ん
ぱ
に
施
さ
れ
て
い

る
蒔
絵
「
青せ

い
が
い
は

海
波
文
様
」
や
「
麻
の
葉

文
様
」の
意
味
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

今
後
の
目
標
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
「
め
ん
ぱ
は
修
理
し
な
が
ら
使
う
こ

と
を
前
提
に
作
ら
れ
た
工
芸
品
。
持
ち

主
が
愛
情
を
注
ぎ
続
け
て
、
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
物
に
し
て
い
く
過
程
に

携
わ
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
前
置

き
し
、「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
ま

だ
模
索
中
。
こ
の
町
の
人
と
も
っ
と
話

を
し
て
、
悩
み
な
が
ら
生
き
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
こ
の
町
の
人
た
ち
と
一
緒

に
め
ん
ぱ
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
は

に
か
み
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
町
の
人
と
一
緒
に
、、、

この町で、暮らして

この町の人たちと一緒に
めんぱを育てていきたい

敬満大井神社祭典で千頭神楽の舞を披露
する石関さん。優雅な姿に観客は魅了さ
れていました。

vol.２
町にはたくさんの企業があり、そこでは多くの人が働いています。
このコーナーでは、そんな企業の思いを紹介し、働いている人の
社会人としてのこだわりなどを川根高校生がリポートします。

一緒に千頭神楽を次代につないでいきたい



ここにも、一つの物語。
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たうんとぴっくす川 根 本 町 の ま ち の 話 題

　

(一社)エコティかわね
川根本町桑野山424-6
☎(58)7000　FAX（58）7001
Eメール：ecotkawane@gmail.com

「町の自然資源を活かした地域観光事業｣に取り組んでいる（一社）エコティかわね。

今月は散策ガイドを務める滝浪利枝さんにお話を聞きました。エコティ日記

帰ってきたからこそ見えた宝物
「よいっけら～、川根本町！！」
　高校卒業後、川根本町を出て仕事をしていましたが、
17 年前の母の急死を機に町へ戻り、寸又峡にある旅館を
継ぎました。前職が添乗員だったこともあり、現在は町
内各所の散策ガイドも務めています。学生の頃は、町内
のあちこちに行っても本当に田舎だな、つまらないなと
思っていましたが、ガイドの仕事を通じて各地区の歴史、
人々が守っている文化、景色、人の温かみ、たくさんの
ことを教えていただき、どの地区もとても面白く、今で
は案内したい所ばかりです。
　ガイドを通して心がけていることは、地元の人しか知
らないことや穴場の案内、そしてそこに吹く独特の風や
音に、意識を向けてもらうことです。都会の喧騒の中で
は感じることのできない通り抜ける風や、落ち葉を踏み
しめる音、鳥や動物たちの鳴き声など、いつも意識しな
い自分の中の忘れ物を感じて、自分自身の本来持ってい
る五感や心を取り戻していただけたらと思います。｢よい
っけら～川根本町！｣ と言えるガイドを、これからも続
けていきます。

滝
た き な み

浪 利
と し え

枝 さん
▶寸又峡温泉「求夢荘」の
女将を務めながら、散策ガ
イドとしても活躍。ツアー客
を含め、県内外のたくさん
のお客様を案内している。
▶人材育成として散策ガイ
ド養成講座の講師も務め、
町の魅力を伝えるガイドの
育成も行っている。

接岨峡・寸又峡でのガイド養成講座の様子

10/22・25 食べて、競って、まるごと体験♪
外国人と地域住民が料理とスポーツで交流。互いに暮らしやすい地域づくりを目指して

　静岡県の「外国人材のための第二の故郷」創出支
援事業の一環で、株式会社 KAWANE ホールディン
グスが主催する「フィリピン料理＆中国料理交流会」
と町生涯スポーツ推進パートナー連携事業と共同の

「クリケット体験教室」がそれぞれ行われました。
　２２日、文化会館に集まった参加者は、中国とフ
ィリピン出身の講師から母国料理のレシピを教わ
り、水餃子や酢豚、フィリピンの家庭料理に挑戦し
ていました。できあがった料理を堪能した参加者は

「初めてこんなに美味しい酢豚を食べた」と話し、「普
段話す機会がない外国の方と話せて良かった」など
と語りました。
　２５日、本川根 B ＆ G 海洋センターで、英国や
インドなどで人気のスポーツ「クリケット」の体験
教室が開かれました。クリケットは、2 チーム対抗
で投球や打撃を行い、得点を競う「野球の原型」と
も呼ばれるスポーツです。参加者には小学生の姿も
見られ、大人が投げた玉を一生懸命打ち返していま
した。クリケットを初めて体験した山

や ま だ け ん ご

田賢吾さん（島
田市）は「小学生の僕にはルールが難しかったけど、
インドの人が分かりやすく教えてくれた。次回も参
加してもっと上手くなりたい」と笑顔で話しました。

（上）フィリピン料理を教わる参加者  （中左）にんじ
んと牛肉を使ったフィリピンの家庭料理（中右・下）
白熱したクリケット。

● クリケット ミニ大会開催のお知らせ ●
日時 / 会場：11 月 26 日（土）本川根 B ＆ G 海洋センター
※ご興味のある方は、企画課☏（５６）2221 までお問い
　合わせください。

11/4 心を一つに臨んだ合同体育大会！
～協力 みんなでかがやく～のスローガンのもと、小中学生の笑顔が躍動
　本川根小学校と本川根中学校の合同体育大会が同
小学校を会場に開催されました。
　この日行われた種目は全 8 種目。児童生徒らは
台風の目や大縄跳びなどの競技の他、ソーラン節や
ダンスを一生懸命披露していました。訪れた保護者
らは、児童生徒たちの姿に拍手を送っていました。　　
　大会を終えて、小学校実行委員長の山

や ま う ち し お り

内詩織さん
（千頭西区）は「悔いのない体育大会にするために
準備から一人一人が一生懸命取り組んできました。
どの競技でも皆が全力で楽しんでいて、良い大会に
することができました。」と振り返りました。 小中学生全員で披露したソーラン節

10/13山田俊男さんが少年非行防止活動功労者に
公益財団法人静岡県防犯協会連合会・静岡県警察主催「地域安全のつどい｣が開催

薗田町長と笑顔で記念撮影に応じる山田さん（右）

　公益財団法人静岡県防犯協会連合会と静岡県警察
が主催した地域安全のつどいが、静岡県男女共同参
画センターあざれあで行われました。　　　
　同つどいでは、長年にわたり少年の非行防止や地
域の防犯活動、見守り運動に尽力された功労者を表
彰しており、本町からは、島田警察署少年警察協助
員少年警察ボランティア連絡会長の山

や ま だ と し お

田俊男さん
（上長尾区）が少年非行防止活動功労者として表彰
されました。
　山田さんは ｢今後も島田警察署や駐在所、町と連
携して、子どもたちや高齢者が安心して暮らせる町に
なるように、活動を続けていきたい｣ と話しました。
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4 年に一度の敬満大井神社祭典

千
頭
大
祭

千
頭
大
祭

みんな笑顔！
みんな主役！

　

10
月
15
日
秋
晴
れ
の
正
午
、
掛
け
声
と
と
も

に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

４
年
に
一
度
の
祭
典
は
、
千
頭
大
祭
の
名
で
親

し
ま
れ
、
昼
の
部
は
仮
装
行
列
と
山
車
の
練
り

歩
き
、
夜
の
部
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
芸
と

花
火
の
２
部
構
成
で
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
奇
祭
と
言
っ
て
も
過
言
じ
ゃ
な
い
よ
！
」
恐
竜
に

仮
装
し
た
男
性
が
笑
顔
で
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
そ

の
言
葉
ど
お
り
見
渡
す
限
り
珍
妙
な
格
好
を
し
た
住

民
ば
か
り
。
女
装
や
コ
ス
プ
レ
、
着
ぐ
る
み
を
身
に

ま
と
い
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
山
車
と
と
も
に
、
千

頭
地
区
を
練
り
歩
き
、
昼
の
部
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
午
後
6
時
、
会
場
を
千
頭
の
公
園
広
場
に
移
し

夜
の
部
が
開
幕
。
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
や
焼
き
そ
ば

が
人
気
を
集
め
た
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で

の
赤
石
太
鼓
の
演
奏
や
歌
、
ダ
ン
ス
に
、
観
客
は

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を
ー
」
の
口
上
と
と
も
に
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
奥
大
井
煙
火
保
存
会
に
よ

る
手
筒
花
火
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
当

日
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

さ
あ
さ
っ
祭
り
の
始
ま
り
だ
！
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木 T h u r s d a y 金 F r i d a y 土 S a t u r d a y

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

乳幼児発達相談（要予約）
藤枝総合庁舎
乳がん・子宮頸がん検診

（受付時間 9：15～11：30）
文化会館
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来
　（要予約）
14：00～17：00

静岡厚生病院健康診査
（受付時間 8：45～10：30）
山村開発センター
●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 糖尿病・内分泌遠隔外来
　（要予約）
14：00～17：00

あそびの教室
（受付時間10：00～11：30）
子育て支援施設ひだまり
●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14：00～１7：00

静岡厚生病院健康診査
（受付時間 8：45～10：30）
山村開発センター
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 脊椎遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

乳がん・子宮頸がん検診
（受付時間 9：15～11：30）
山村開発センター
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14：00～１7：00

１歳６か月児・３歳児健康診査	
（受付時間12：50～13：15）
山村開発センター
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 休診（年末）
●当 平井医院
島田市金谷本町1945
0547-46-2236

●休 文化会館・B&G

●い 休診（年末）
●当 さくらい整形外科
島田市金谷根岸町140-15
0547-47-1500

 ●休 文化会館・B&G

●い 休診（年末）
●当 加納医院
島田市牛尾４７１-２
0547-45-3038

●休 文化会館・B&G

赤口

先勝

友引

先負

赤口

先勝

友引

先負

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

先勝

友引

1	

8	

15	

22	

29

2	

9	

16	

23	

30	

3	

10	

17	

24	

31

日 S u n d a y 月 M o n d a y 火 T u e s d a y 水 W e d n e s d a y

●当 本川根診療所
川根本町千頭1147-1
0547-59-2555

●★ B&G

●当 坂井医院
島田市金谷都町10-1
0547-45-2069

●★ B&G

●い 整形外来
10:00～12:00／14:00～16:00

●休 文化会館・B&G

榛原医師会健康診査
（受付時間13：00～14：00）
山村開発センター
●い 整形外来
10:00～12:00／14:00～16:00

●休 文化会館・B&G

特設人権相談所　13：00～16：00
山村開発センター2階 小会議室
●い 休診

●い 休診

静岡厚生病院健康診査
（受付時間 8：45～10：30）文化会館
定例乳幼児相談

（受付時間9：30～11：00）
山村開発センター
健康づくり相談

（受付時間13：30～15：00）
山村開発センター
●い 一般外来　14:00～17:00

ことばの相談（要予約）
山村開発センター
●い 休診

健康づくり相談
（受付時間9：15～10：00）
文化会館
定例乳幼児相談
10：00～11：30
文化会館
●い 一般外来　14:00～17:00

●い 整形外来
10:00～12:00／14:00～16:00

●休 文化会館・B&G

●当 金谷平成クリニック
島田市島534-1
0547-54-5963

●休 文化会館・B&G

●当 大下医院
川根本町下長尾219-1
0547-56-0019

●★ B&G

●い 整形外来
10:00～12:00／14:00～16:00

●休 文化会館・B&G

●い 休診
すくすく相談（要予約）
山村開発センター

●い 一般外来　14:00～17:00

●休 文化会館・B&G

友引

先負

仏滅

大安

友引

先負

仏滅

大安

赤口

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

先勝

友引

大安

28	

4	

11	

18	

25	

29	

5	

12	

19　

26	

30	

6	

13	

20	

27	

31	

7	

14	

21	

28	

●当 …休日当番医
●い …いやしの里診療所
●休 …休館日
●★ …夜休館

●い 一般外来　14:00～17:00

健康福祉課☎（56)2224

　１２月は、集団健康診査・各
種がん検診、結核肺がん検診
の最終月です。受診希望の方
で、まだ、受けられていない
方は、日程を確認し、受診し
てください。

唾液をたくさん出して、
おいしさアップ。

　良く咬むと唾液がたくさん出
て、おいしさを感じやすくなりま
す。また、唾液には、口の中を
掃除したり、むし歯や歯周病を
予防する効果も期待できます。

健康診査最終月です。

健康カレンダー・休日当番医・施設の
予定などは、予告なく変更する場合が
あります。確認のうえお出かけください。

くらしの
カレンダー

役場本庁� 代表番号 ☎56-1111
1F 税務住民課
 税務室� ☎56-2223
 戸籍住民室� ☎56-2222
くらし環境課� ☎56-2236
健康福祉課� ☎56-2224
高齢者福祉課
 長寿介護室� ☎56-2234 
 地域包括ケア推進室
� ☎56-2225
建　設　課� ☎56-2227
会　計　課� ☎56-2228

2F 総　務　課� ☎56-2220
企　画　課� ☎56-2221
情報政策課� ☎56-2232
農　林　課� ☎56-2226

3F 議会事務局� ☎56-2229

総合支所
ほか

代表番号 ☎ 59-3111

1F 観光商工課� ☎58-7077
支所管理局
 窓口業務室� ☎58-7070
 支所管理室� ☎58-7073
教育総務課� ☎58-2555
社会教育課� ☎58-7080

文化会館� ☎59-3106
本川根B&G海洋センター
� ☎59-3332
山村開発センター
� ☎56-2231

2022

今 月 の 納 期
各種使用料・保険料などは

12月28日（水）までに
納めてください。

納税は口座振替が便利です。
※�新型コロナウイルスの影響により、納
税が難しい方は、特例による猶予制
度がありますので、ご相談ください。
� 税務住民課　☎（56）2223

あなたの税金が町をつくります。

12　　

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
診療時間

月曜～金曜日　午後7時30分～10時
土・日曜日　午後７時30分～翌日午前７時

※�ただし12月3日㈯、11日㈰、17日㈯、25日㈰、31日（土）の
　午後10時から翌日午前７時は小児科のみの診療です。　　　　　　　　　　　
　☎054（644）0099

各
種
相
談

▶�「行政相談」・
　社会福祉協議会「よろず相談」
12月14日㈬　9:00～11:30　
文化会館
▶�精神保健福祉総合相談（精神保
健・断酒など）【要予約】
12月21日㈬　13:30～（断酒会）
中部健康福祉センター（藤枝市）
☎054（644）9281

▶ひきこもり相談【要予約】
祝日を除く毎週（月）（火）
9:00～16:00　藤枝総合庁舎
中部健康福祉センター福祉課
☎054（644）9281
▶●当 休日当番医の情報
（一社）榛原医師会HP
http://www.haibara-med.
or.jp/

▶●い いやしの里診療所
☎（59）2102
▶子育て支援施設（日・月・祝日休館）
ひだまり（藤川）　☎（57）2231
こもれび（地名）　☎（56）2700
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今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
！

　
今
回
音
戯
の
郷
で
は
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
館
内
を
ク
リ
ス
マ
ス
仕
様
に
飾
り
付
け
を
し
て
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
期
間
：
11
月
初
旬
〜
12
月
25
日
ま
で

期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト
：

①
音
戯
工
房
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
限
定
の
工
作
体
験

　
通
常
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
、
イ

ベ
ン
ト
限
定
の
工
作
体
験
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
限
定
で

次
の
工
房
体
験
が
可
能
】

ま
つ
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
、
ふ
わ
ふ

わ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
リ
ー
ス
、

ス
ノ
ー
マ
ン
ね
ん
ど
キ
ャ
ン
ド
ル
、

パ
ン
ダ
サ
ン
タ
ね
ん
ど
キ
ャ
ン
ド

ル
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
ベ
ル

②
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
釣
り

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
ら
れ

た
サ
ン
タ
や
雪
だ
る
ま
の
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
（
装
飾
品
）
を
釣
り
竿
で

釣
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
：
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
願
い
ご
と
を
書
こ
う

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
館
内
や
連
絡
通
路
に
飾
り
つ
け

ま
す
。

【
問
】道
の
駅 

奥
大
井
音
戯
の
郷 

☎（
58
）２
０
２
１

音
戯
の
郷
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

　
お
客
様
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
音
戯
の
郷
で
は
９
月
か
ら
入
館

料
や
工
房
体
験
費
が
電
子
マ
ネ
ー
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ

ａ
ｙ
）
で
お
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
い
日
で

は
お
客
様
の
約
４
割
が
電
子
マ
ネ
ー
で
お
支
払
い
し
て
い
く
日
も

あ
り
ま
す
。

　
電
子
マ
ネ
ー
を
導
入
し
た
こ
と
で
料
金
の
支
払
い
や
お
つ
り
の

受
領
な
ど
の
待
ち
時
間
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
お
客
様
の
利
便
性

が
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
売
上
金
額
の
管
理
や
計
算
が
自
動

的
に
行
わ
れ
る
た
め
、
職
員
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ（
電
子
マ
ネ
ー
）
の
説
明

電
子
マ
ネ
ー
っ
て
何
？ 

↓ 

電
子
化
し
た

現
金
で
商
品
を
買
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
金
を
用
い
な
い
で
支
払
い
が
で
き
る

の
で
小
銭
を
お
財
布
か
ら
出
す
手
間
も
な

く
、
利
用
で
き
る
金
額
も
制
限
す
る
こ
と

で
使
い
す
ぎ
の
防
止
や
現
金
を
持
ち
歩
か

な
い
の
で
防
犯
上
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
っ
て
何
？ 

↓ 

音
戯
の
郷
が
導
入
し
た
「
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
は
日
本
で
多
く
の

方
が
利
用
し
、
最
も
知
名
度
が

あ
る
電
子
マ
ネ
ー
の
１
つ
で
す
。

　
　
　
こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。

　
　
　
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
ド
ー
ム
球
場
の
名
称
に
も

　
　
　
な
っ
て
い
て
、
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
？
！

【
問
】道
の
駅 

奥
大
井
音
戯
の
郷 

☎（
58
）２
０
２
１

音
戯
の
郷
で

電
子
マ
ネ
ー
決
済
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の
申
請
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
物
を
持
参
し
て
役
場
本
庁
税
務
住
民
課

ま
た
は
総
合
支
所
窓
口
業
務
室
に
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
持
ち
物
】

★
写
真
は
無
料
で
撮
影

⑴ 

通
知
カ
ー
ド
　

※

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
紛
失
届
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

⑵ 

本
人
確
認
書
類
　
原
本
２
点

※

次
の
３
つ
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

① 

Ａ 

２
点
　
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

② 

Ａ・Ｂ 

各
１
点  

健
康
保
険
証
、学
生
証
な
ど

③ 

通
知
カ
ー
ド
返
納（
必
須
）の
う
え
Ｂ
を
２
点

Ａ
　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

Ｂ
　
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

医
療
受
給
資
格
者
証
、
各
種
年
金
証
書
な
ど

※

15
歳
未
満
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
保
護

　
者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※

15
歳
未
満
の
方
は
、
申
請
・
受
取
り
と
も
に

　
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て…

？

１ 

本
人
確
認
書
類
に
な
る
！

　
顔
写
真
付
で
す
の
で
、
こ
れ
１
枚
で
済
み
ま
す
。

２ 

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
！

　
役
場
に
行
け
な
い
と
き
も
、コ
ン
ビ
ニ
で
戸
籍
・

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

３ 

健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る
！

　
特
定
健
診
、
薬
剤
情
報
な
ど
が
医
師
・
薬
剤

師
と
情
報
共
有
が
で
き
、
よ
り
良
い
医
療
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

※

対
応
す
る
医
療
機
関
・
薬
局
は
拡
大
中
で
す
。

４ 

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
が
簡
単
に
な
る
！

　
確
定
申
告
時
の
面
倒
な
手
続
き
が
な
く
な
り

ま
す
。

５ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
が
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ア
プ
リ
で
交
付
で
き
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
①
　

　
他
人
が
あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て

手
続
き
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
②

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
あ
な
た
の
情
報
を

１
か
所
に
集
め
て
管
理
す
る
仕
組
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
③

　
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
税
や
年
金
な

ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
高
い
情
報
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
税
務
住
民
課
（
56
）２
２
２
２

　
窓
口
業
務
室
（
58
）７
０
７
０

本
年
12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う
と
、

最
大
２
０
，
０
０
０
円
分
の

『
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
』
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

　
新
規
取
得
で
５
，０
０
０
ポ
イ
ン
ト

※

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
後
、
選
択
し
た
キ
ャ

ッ
シ
ュレ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
お

買
い
物
を
す
る
と
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
で
ご
利
用
金

額
の
25
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。（
最

大
５
，０
０
０
ポ
イ
ン
ト
）

ポ
イ
ン
ト
②

　
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込
で

　
７
，５
０
０
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
③

　
公
金
受
取
口
座
の
登
録
で

　
７
，５
０
０
ポ
イ
ン
ト

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
取
後
、
令
和
５
年

２
月
末
ま
で
に
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
証
と
運
転
免
許

証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
一
本
化
す
る
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。
早
目
の
申
請
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。
１．開催日時　令和４年１０月１６日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　西村かつ子・澤井初美・勝川邦子
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

☆コロナの終息を願っています。
感染状況によっては、中止する場合が有ります。
ご迷惑をお掛け致しますが宜しくお願い致します。

12 月１８日（第３日曜日）

奥野恵美子・薗田光枝・中原すま子



ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1819

町
営
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号・や
ま
せ
み
号
の

年
始
の
運
休
に
つ
い
て

「
狩
猟
免
許
試
験
」の
お
知
ら
せ

試
験
日
時
：
令
和
５
年
２
月
19
日
㈰ 

午
前
９
時
か
ら

試
験
会
場
：

わ
　
な
　
猟  

静
岡
総
合
庁
舎 

静
岡
市
駿
河
区
有
明
町
２‐

20

第
一
種
銃
猟  
藤
枝
総
合
庁
舎 

藤
枝
市
瀬
戸
新
屋
３
６
１
２‐

１

※

免
許
の
種
類
に
よ
り
会
場
が
異
な
り
ま
す

申
請
期
間
：
令
和
４
年
12
月
12
日
㈪
〜
令
和
５
年
１
月
16
日
㈪

申
請
場
所
：
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
　
森
林
整
備
課

（
藤
枝
総
合
庁
舎
４
階
）
藤
枝
市
瀬
戸
新
屋
３
６
２‐

１

　
１
月
１
日~

１
月
３
日
ま
で
、
町
営
バ
ス
せ
せ
ら
ぎ
号
と
や
ま
せ
み
号
は
運
休

と
な
り
ま
す
。

　
寸
又
峡
線
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
お
で
か
け
号
は
通
常
運
行
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
年
末
（
12
月
31
日
ま
で
）と
１
月
４
日
以
降
は
全
便
通
常
運
行
と
な

り
ま
す
。

北
部
・
南
部
お
で
か
け
号
の
予
約
は
、

大
鉄
タ
ク
シ
ー
千
頭
営
業
所
☎（
59
）２
３
５
５

予
約
受
付
午
前
８
時~

午
後
５
時

【
問
】く
ら
し
環
境
課 

☎（
56
）２
２
３
６

狩
猟
免
許
試
験「
実
技
講
習
会
」

　
静
岡
県
が
実
施
す
る
狩
猟
免
許
試
験
に
先
立
ち
、
静
岡
県
猟
友

会
主
催
に
よ
る
実
技
講
習
会
が
実
施
さ
れ
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

実
技
講
習
会
の
受
講
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
：
令
和
５
年
１
月
27
日
㈮

会
場
：
静
岡
労
政
会
館
　
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
５‐
１

申
込
方
法
：
電
話
に
よ
る
申
込
み
　
先
着
２
８
０
名

申
込
期
間
：
令
和
４
年
12
月
12
日
㈪
〜
令
和
５
年
１
月
12
日
㈭

申
込（
問
合
せ
先
）：

一
般
社
団
法
人 

静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
５
４（
２
５
３
）６
４
２
７

（
受
付
時
間 

平
日
９
時
〜
12
時・13
時
〜
16
時
）

　
　
川
根
本
町
で
は
狩
猟
免
許

　
取
得
に
係
る
経
費
の
補
助
を

　
行
って
い
ま
す
。

　【問
】農
林
課
林
業
振
興
室

　
　
　☎（
56
）２
２
２
６

●運行日は「〇」、運休日は「×」で表記しています。

系統名

せせらぎ号

12月 1月
31日㈯
以前 １日㈰ 2日㈪ 3日㈫

× × ×
やませみ号 × × ×
寸又峡線バス ○ ○ ○
北部おでかけ号

※要予約 ○ ○ ○

南部おでかけ号
※要予約

4日㈬
以降

○ ○ ○

通

常

運

行

通

常

運

行

中
部
の
魅
力
を
再
発
見

し
ず
お
か
中
部
５
市
２
町
イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

井
川
線
ト
ビ
ー
号

２
０
２
２
年
冬
の
特
別
運
転
に
つ
い
て

　
大
井
川
鐵
道
Ｄ
Ａ
Ｙ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ 

Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
２
０
２

２
に
お
い
て
千
頭
駅
↑↓
奥
泉
駅
間
を
走
る
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
「
ト
ビ
ー
号
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
冬
の
特
別
運
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
夏
の
運
行
乗
車
を
逃
し
て

し
ま
っ
た
方
は
是
非
と
も
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

運
転
区
間
：
千
頭
駅
↑↓
奥
泉
駅（
片
道
乗
車
不
可
）

料
金
：
大
人
１
，８
０
０
円
　
小
人
９
０
０
円

販
売
方
法
：
日
帰
り
ツ
ア
ー
形
式
で
募
集
、空
席
が
あ
れ
ば
当
日
券

購
入
場
所
：
千
頭
駅
の
み（
窓
口
営
業
時
間
９
：
15
〜
14
：
15
）

【
問
】大
井
川
鐵
道
㈱ 

企
画
運
営
事
業
部

　
　
☎
０
５
４
７（
45
）３
８
１
８

　
中
部
５
市
２
町
（
静
岡
市
、島
田
市
、焼
津
市
、藤
枝
市
、牧
之
原
市
、吉
田
町
、

川
根
本
町
）
の
各
15
施
設
を
め
ぐ
り
、
ス
タ
ン
プ
を
ゲ
ッ
ト
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

開
催
期
間
：
12
月
11
日
㈰
ま
で

参
加
方
法
：

① 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ホ
な
ど
を
使
って
各
市
町
へ

② 

各
施
設
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
って
ス
タ
ン
プ
を
ゲ
ッ
ト
。

参
加
特
典
：

① 

各
市
町
２
箇
所
め
ぐ
る
と
、
先
着
２
，０
０
０
名
に

　 

各
市
町
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

② 

ス
タ
ン
プ
８
個
で
、
抽
選
で
21
名
に
３
，０
０
０
円
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

③ 

ス
タ
ン
プ
15
個（
全
て
）で
、抽
選
で
７
名
に
５
，０
０
０
円
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
静
岡
市 

市
長
公
室 

広
報
課 

☎
０
５
４
（
２
２
１
）

１
０
２
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２０２２年……………………………………………
１2月 １６日、１７日、１８日、１９日、

２３日、２４日、２５日、２６日、２７日、２８日、
２９日、３０日、３１日

２０２3年……………………………………………
1月 １日、２日、３日、

６日、７日、８日、９日

●運行予定日

静岡市
梅ヶ島新田温泉 黄金の泉
河岸の市
ステップインたまるや

島田市 島田市博物館
TOURIST INFORMAITIONおおいなび
ツーリスト  インフォメーション

●参加15施設

千頭  9：50発 → 奥泉10：20/10：35 → 千頭11：05着
千頭11：22発 → 奥泉11：52/12：10 → 千頭12：40着
千頭14：15発 → 奥泉14：45/15：00 → 千頭15：30着

●運転時間

焼津市 ターントクルこども館
焼津さかなセンター

川根本町 道の駅 奥大井音戯の郷
接岨峡温泉会館

牧之原市 大鐘家
空のしおり-3776-

藤枝市 瀬戸谷温泉ゆらく
藤枝市郷土博物館・文学館

吉田町 松浦食品
小山城売店「しらすのまどぐち」

役場の窓辺から yakuba no madobe kara



ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021

いつでもチャージ　1,000円単位からOK！
いつでもチャージ　金額の５％分をサービス！
誕生日の10％割引！

特典❶ 

特典❷ 

特典❸ 

◆魚勇プリペイドカード

プリペイドカード会員様
募集中！

総合食料品店

魚勇
お弁当、オードブル、寿司、刺身、
BBQ用精肉等 ご注文承ります。

【お友達ポイント実施中!!】
皆さまのご近所に ｢移動手段がなくて当店にご来店できない」など…お買い物にお困りの
方がいらっしゃいましたら、ぜひご一緒にお連れいただければ助かります。
その際、引率者の方へ茶娘ちゃんカードのお買い物ポイントを５倍進呈させていただきます。

墓石・燈籠・各種石材加工

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

　
町
民
の
方
、一
人
ひ
と
り
が
、
安

全
を
第
一に
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、

交
通
事
故
防
止
と
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
：
12
月
15
日
㈭
〜
31
日

㈯ス
ロ
ー
ガ
ン
：
安
全
を
　
つ
な
げ
て

広
げ
て
　
事
故
ゼ
ロへ

運
動
の
重
点
：①
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

③
飲
酒
運
転
等
危
険
運
転
の
根
絶

④
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
等
が

決
定
す
る
事
項

【
問
】総
務
課 

自
治
防
災
室

　
　
☎（
56
）２
２
２
０

〈
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
〉

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

を
交
付
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し

て
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
者

の
方
へ
〉

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
売
手
と
買

手
、
双
方
の
立
場
で
の
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
お

早
目
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
登
録
を
検
討
し
て
い
な
い
・
悩
ん

で
い
る
事
業
者
の
方
へ
〉

　
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

｢

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト｣

お
よ
び
税
務
署
な
ど
が
開
催
す
る

説
明
会
な
ど
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
る
か
否
か
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

　
制
度
の
概
要
ペ
ー
ジ
に
は

制
度
を
開
設
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
免
税
事
業
者
向
け

の
リ
ー
フ
レッ
ト
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
】軽
減
・
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー 

☎
０
１
２
０（
２
０
５
）５
５

３（
無
料
）

　
12
月
31
日
現
在
、就
業
し
て
い
る

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は
、法
律
に

よ
り
、各
自
の
業
務
従
事
状
況
な
ど

の
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
12
月
中
旬
頃
、県
か
ら
各
職
場
を

通
じ
て
提
出
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、

庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
心
配
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て

【
問
】健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
室

　
　
☎（
56
）２
２
２
４

　
町
で
は
、障
が
い
者
福
祉
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
、ま
た
、

す
べて
の
人
が
障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、悩
み
や
疑
問
を一緒
に
考
え
ま
す
。

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
、健

康
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

若
あ
ゆ
会
に
つ
い
て

　
若
あ
ゆ
会
は
、こ
こ
ろ
の
病
気
を

持
つ
方
の
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
し

た
相
談
会
で
す
。

　
悩
み
や
経
験
、さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
語
り
合
って
み
ま
せ
ん
か
。お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
に
つ
い
て
：
隔
月
で
開
催

日
時
： 

①
12
月
15
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

②
２
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
： 

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

【
問
】健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
室

　
　
☎（
56
）２
２
２
４

期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
か
ら
届
出
が
オ
ン
ラ

イ
ン
化
さ
れ
ま
す
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限：２
０
２
３
年
１
月
16
日
㈪

届
出
が
必
要
な
職
種
と
お
問
合
せ
：

①
医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師

静
岡
県
健
康
福
祉
部
企
画
政
策
課

☎
０
５
４（
２
２
１
）２
３
６
３

②
保
健
師･

助
産
師・看
護
師・准
看

護
師・歯
科
衛
生
士・歯
科
技
工
士

静
岡
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
課

☎
０
５
４（
２
２
１
）３
７
６
２

　一人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
違
い
を
認

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
考
え
る一週
間
で
す
。

　
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合
う
と

共
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、

違
い
を
認
め
合
う
心
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、｢

特
設
人

権
相
談
所｣

を
開
設
し
ま
す
。
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
人
権
相
談
所
開
設

日
時
：
12
月
６
日
㈫
午
後
１
時
〜

午
後
４
時

場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　

小
会
議
室

相
談
内
容
：
い
じ
め
、
虐
待
、
家

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

始
ま
り
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

医
療
従
事
者
の

業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

広報紙や町公式ホームページへの広告の
掲載に関するお問合せは、情報政策課まで
ご連絡ください。
☎(56)2232　FAX(56)2235

　
毎
年
ご
好
評
の
川
根
茶
を
楽
し

む
催
し「
川
根
時
間
」を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
川
根
時
間
は
、全
３
回
開

催
で
、11
月
23
日
の
第
１
回
目
が
好

評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。生
産

者
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
最
高
級

茶
を
味
わ
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
と
２

回
。ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日：２
０
２
３
年
１
月
14
日
㈯
、

２
月
18
日
㈯

場
所：フ
ォ
ー
レ
な
か
か
わ
ね
茶
茗
舘

参
加
費：お
一
人
様
５
０
０
円

内
容：

・品
評
会
上
席
入
賞
茶
体
験

 （
別
途
体
験
料
有
）※

お
菓
子
付
き

・TA
C

H
IKA

M
A

（
た
ち
か
ま
）

 

シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
で
楽
し
む
釡
煎
り
茶

・お
茶
の
手
揉
み
の
実
演
と
体
験
　

ほ
か

【
問
】農
林
課 

農
業
振
興
室

　
　
☎（
56
）２
２
２
６

　
放
送
大
学
は
２
０
２
３
年
４
月
の

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。幅
広

い
世
代
の
学
生
が
大
学
卒
業
や
学

び
の
楽
し
み
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

出
願
期
間：

①
第
１
回

　
２
０
２
３
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

②
第
２
回

　
２
０
２
３
年
３
月
１
日
㈫
〜
３
月

31
日
㈭
ま
で

【
問
】放
送
大
学
静
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
９
８
９
）１
２
５
３

●
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
11
月
号
Ｐ

17
く
ら
し
情
報
で一般
社
団
法
人
エ
コ

テ
ィ
か
わ
ね
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
井
川
の

ほ
と
り
で
杉
玉
づ
く
り
」
の
開
催
日
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　【誤
】
12
月
12
日
㈯

　【正
】
12
月
10
日
㈯

放
送
大
学
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

川
根
時
間
開
催
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

募

　集

募

　集

初心者向けスマホ講習会
1 月～ 2 月のスケジュールのお知らせ
　8月から始まったスマホ講習会。毎回たく
さんの方が受講され大好評です。CBBS株
式会社の職員が、スマホの使い方を丁寧に
教えますので、お気軽にご参加ください。
講習内容
　マイナンバーカードの申請方法、新型コロ
ナワクチン接種証明書の発行方法 ほか
事前予約制
持ち物：スマートフォン、筆記用具
参加申込：
　電話で以下連絡先に申し込む。
　・CBBS株式会社 川根本町支店
　  ☎０５０（５８９４）２７００
　・川根本町情報政策課 ☎（５６）２２３２

 開催日　 　　　 時  間 　　 場  所

  2023年

 1月11日㈬ 午前10時～午前11時 文化会館

 1月18日㈬ 午前10時～午前11時 文化会館

 1月25日㈬ 午前10時～午前11時 山村開発センター

 2月  1日㈬ 午後  2時～午後  3時 山村開発センター

 
2月  8日㈬

 午前10時～午前11時 山村開発センター

  午後  2時～午後  3時 山村開発センター

参加費
無料



ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2223

川根本町の人口� 令和４年11月１日現在
世帯数 2,757 世帯 （ −9 ） 出生 1 人
総人口 6,103 人 （ −12 ） 死亡 18 人
男　性 2,989 人 （ −2 ） 転入 13 人
女　性 3,114 人 （ −10 ） 転出 8 人
※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

１歳になったばかりのお友達を紹介
生まれてくれてありがとう

つむぎ誕生日おめでとう！
最近は、いろんな声を出したり、こ
ろころ変わる表情を見せてくれる
ね！ご飯を食べている時の笑顔が
いちばんのビックスマイルだね！笑
これからも、たくさん食べて笑っ
て泣いて、、、いろんな姿を見せて
ね！！

父：雅人　母：かおり 令
和
３・11・1　
小
長
井
区

戸と

栗ぐ
り

　
紬つ

む
ぎ 

ち
ゃ
ん

【作り方】
① さつまいもはよく洗い、皮ごと
２㎝くらいの輪切りにし（大きいもの
は半分に切る）、やわらかくゆでる。
熱いうちにボウルに入れて木べら
などで粗くつぶす。
② スライスハムとプロセスチーズ
は１㎝角に切る。
③ ①にAを加えて軽く混ぜ、枝豆、
コーン、②を加えて全体を混ぜ合
わせて器に盛る。

【栄養価（1人分）】
エネルギー：184kcal
たんぱく質：4.4ｇ
脂質：7.9ｇ
食塩相当量：0.6ｇ
【材料（４人分）】
さつまいも 300ｇ
枝豆（冷凍） 30ｇ（むいたもの）
コーン（缶） 30ｇ
スライスハム ２枚
プロセスチーズ 20ｇ
Aマヨネーズ 大さじ２
Aプレーンヨーグルト 大さじ３
A塩・こしょう 各少

川根本町健康づくり食生活推進協議会

スイートポテトサラダ
オススメ
レシピ

さつまいも・コーンの甘みとハム・チーズの塩味の
バランスが絶妙なサラダです。

　健康づくり食生活推進協議会、通称「食推協」は全国にあるボランティア団
体で、川根本町では28名の会員が活動しています。（令和４年度）
　食から町を健康にすることを目的として、保育園や小学校で子どもたちと一
緒に料理をしたり、各地区で栄養講習会を行ったりしています。食・健康に関す
る研修会も実施しているので自分や家族が健康でいるための知識も学べます。
　参加資格、年齢制限などはありません。興味のある方は事務局またはお知り
合いの食推協会員まで、お気軽にお問い合わせください。
【問】健康福祉課（食推協事務局） ☎（５６）２２２４ ● 注意事項 ●

入会費：2,000 円 / 年を納めていただきます。（材料費など）
その他：エプロンなど購入していただくものがあります。

「川根本町健康づくり食生活推進協議会」会員を募集します 子どもたちと一緒にカレーを作っています！

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。
（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、 
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　
☎（
59
）３
１
０
６

今年度すこやか大学学習会・むつみ学級学習会は終了しました。

アクアリズム
発表会

　９月３日㈯に本川根B＆G海洋センターで、町内
の保育園（桜、三ツ星）年長児によるアクアリズム
発表会が行われました。
　保護者の見守る普段とは違う雰囲気の中、６月
からの練習の成果を披露し、力いっぱいプール内
を泳いだり走り回ったりしてがんばっていました。
　発表会を観覧した保護者は、「子どもたちが楽し
そうにがんばっている姿を見られた」「子どもの成
長を感じることができた」などと笑顔で話しました。

●すこやか大学で一番好きな学びが
「ものづくり」です。とても楽しくでき
ました。
●初めてのクラフトテープの作品で
したが、可愛い毬が出来上がりまし
た。自分の気持ちも、まるくなったよ
うな気分です。

12月の展示
・人権啓発ポスター優秀作品展
 （11/29～12/6）
・デスケルクラブ＆色鉛筆愛好会
 （12/10～1/10）

町　民
ギャラリー
町　民
ギャラリー

・人権啓発ポスター優秀作品展
 （12/7～12/14）

※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

文 化
  会 館
文 化
  会 館

すこやか大学第3回学習会「ものづくり体験」
「ペーパークラフト“毬作り”」に挑戦しました！

皆さま
お誘いあわせの

うえ

ご観覧ください！

●楽しくて、ニガテ分野の英語が楽しめた！！英会話の
垣根が、とれた感じがします。
●本当に楽しい講座でした参加する前は英会話なん
て全くできないからイヤだなー。と思っていたのです
が・・そういう気持ちを吹き飛ばし、最後のインタビュ
ーでは初めてお話する人もいてどんどん度胸がつい
てきた気がします。

むつみ学級第3回学習会
「英会話を楽しもう！」を行いました。

■�出生された方については、本町に住所があり
前々月に本町（本庁・総合支所）の窓口に届出
された分のみ掲載しています。

■�死亡された方については、本町に住所がある方で
掲載を希望された分を掲載しています。

� 税務住民課 ☎（56）2222

戸籍の窓辺 出生・おくやみ

お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

接 岨 大
おおにし
西　一

いっせい
誓 男 洋加

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

下 長 尾 松井　房次 79 松井 伸幸
水 川 梶原　せき 100 梶原 せい子
上 長 尾 原　　りよ 92 原 真寿美
千 頭 西 安竹　重雄 75 安竹 弘子
崎 平 平田　あき 91 平田 実亮
小 長 井 宮木　精吾 42 宮木 政雄
下 泉 勝山　浩行 70 勝山 博文
徳 山 山下　久男 89 山下 文子
桑 野 山 和田　綾子 77 和田 光司
徳 山 吉田 登規枝 80 吉田 二三男
小 長 井 芹澤　秀雄 77 牧野 まさ子
久 保 尾 湯下　文枝 82 湯下 和充
藤 川 岸上　良枝 93 髙橋 浩子
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▶ ｢かわねおしごと掲示板｣

町のホームページで掲載
している町内の人材募集
に関する情報をご覧いた
だけます。

【問】企画課　☏（５６）２２２１

　

10
月
4
日
、
静
岡
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
が
主
催

す
る
「
静
岡
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
結
成
60
周
年
記
念

大
会
」
が
開
か
れ
、
本
町
更
生
保
護
女
性
会
の
薗
田
優

子
会
長
が
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

を
、
橋
本
和
子
さ
ん
が
静
岡
県
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

を
、
鈴
木
静
代
さ
ん
が
静
岡
県
更
生
保
護
女
性
会
連
盟

会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
３
人
は｢

決
し
て
私
た
ち
だ
け
の

力
で
は
な
い
。
今
日
ま
で
同
会
を
つ
な
ぎ
続
け
て
来

た
全
て
の
人
た
ち
と
一
緒
に
受
賞
し
た
と
い
う
思
い｣

と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
す
。

　

現
在
、
30
か
ら
80
代
の
51
名
の
会
員
が
所
属
し
て

い
る
同
会
。
保
護
司
と
連
携
し
て
薬
物
の
乱
用
防
止

を
呼
び
掛
け
る
活
動
や
更
生
保
護
施
設
で
の
食
事
作

り
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
街
頭
啓
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。｢

同
会
で
は
、
更
生
保
護
施
設

で
活
動
す
る
な
ど
普
通
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
も
経
験
し
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
活
動
が
自
分
の

成
長
の
糧
に
な
り
ま
す｣

と
橋
本
さ
ん
は
話
し
、
鈴

木
さ
ん
は｢

活
動
を
通
し
て
川
根
本
町
の
風
土
や
人

の
温
か
み
な
ど
大
切
な
物
に
気
が
付
け
た
。
こ
れ
か

ら
も
仲
間
た
ち
と
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き

た
い｣

と
笑
顔
で
続
け
ま
す
。

　

最
後
に
薗
田
さ
ん
は｢

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
人

た
ち
に
寄
り
添
い
、
力
に
な
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
素
直
な
表
情
を
見
る

度
に
、『
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
ま
す｣

と

話
し
「
更
生
保
護
の
精
神
が
町
に
も
っ
と
広
げ
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
同
会
に
興
味
を
持
っ
て
く

だ
さ
る
方
と
一
緒
に
こ
の
先
も
活
動
を
続
け
た
い
」
と

笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

右から会長薗田優子さん、鈴木静代さん、橋本和子さん。３人は７月に開催した川根高校思
春期講座を振り返り ｢『性』をテーマした講座を受け入れてもらえるか心配でしたが、生徒
たちの真剣な表情や感想を聞けて、開催して本当に良かった｣ と笑顔で話しました。

長
年
に
渡
る
更
生
保
護
活
動
が
評
価

「
活
動
を
も
っ
と
広
げ
た
い
」
と
決
意
新
た
に

会
長 

薗そ
の
だ田 

優ま
さ
こ子 

さ
ん（
梅
高
区
）

橋は
し
も
と本 

和か
ず
こ子 

さ
ん（
梅
高
区
） 
鈴す

ず
き木 

静し
ず
よ代

さ
ん （
田
代
区
）

川
根
本
町
更
生
保
護
女
性
会

発
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報
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静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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Ａ
Ｘ
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）２
２
３
５　
役
場
情
報
政
策
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室
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で
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静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
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広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
56
）２
２
３
５　
役
場
情
報
政
策
課
情
報
政
策
室
ま
で
ど
う
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編
集
　 

記
幸

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
体
験
教
室
に
来
て
い
た
小

学
校
低
学
年
の
男
の
子
。
重
た
い
バ
ッ
ド

を
一
生
懸
命
振
っ
て
も
、
う
ま
く
打
て
な

く
て
悔
し
そ
う
で
し
た
。
そ
れ
を
見
た
イ

ン
ド
人
の
方
が
片
言
の
日
本
語
と
簡
単
な

英
語
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
必
死
に
聞
き
取
り

再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
結
果
は
、、、
ボ
ー
ル

を
わ
ず
か
に
捉
え
て
ヒ
ッ
ト
！｢

グ
ッ

ジ
ョ
ブ
！｣

満
足
げ
な
男
の
子
に
親
指
を

立
て
て
賛
辞
を
送
る
イ
ン
ド
の
方
の
姿

に
、
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
年
齢

や
国
籍
、
言
葉
は
関
係
な
い
ん
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
気
付
か
せ
て
く
れ
た

男
の
子
に
私
か
ら
も｢

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！｣

梶
山　
拓
郎


